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第12回南極条約協議国会議に出席 して
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:ギニア(1),ペルー(1),ルー マニア(1),ス ペ イi
ン(4),ウルグアイ(3)
までもって行くようにした.本会議においてはそれらの








時出席したが,永 田主席代表等は別の会議に 出 席 され
た.16日間に亘る密度の濃い会議で議事のための印刷 さ
れた資料は1,000枚にも達した.そ の他参考資料として
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替の[1が近 い こ と を感 ぜず に は い られ な い.
一 方 第25次隊 を乗 せ 例 年 よ り101.IMI・く晴 海 埠 虹〔を出航
した 「し らせ 」 は11月29}1から12]]3[1まで フiJ－マ ン
トル に寄 港 し,生 鮮 食 料 品 や 燃 料 の 補 給 を行 っ た.
今 年 は 「し らせ 」の 初航 海 とあ っ て,フ リー マ ン トル で
の関 心 も高 く,市 民 や 在 留 邦人 の 盛 大 な観 迎 を 受 け た .
な お,「 しらせ 」 は12月 下 句,11(t和基 地 沖 に 到 着す る
見込 み で あ る.
第25次観測隊の家族会開かる
第25次南 極 地 域 観 測 隊 の 出 発 を前 に11月11[1〔斜,
第25次隊 家 族 会 が ホ テル ・グ ラ ン ドパ レス 「チ ェ1]一ル
ーム 」 で 開 催 され ,32家族,16⑪名 が 出 席 した.
永 川 所 長 の 挨 拶,平 澤 隊 長 の 話 しに つ づ き,第25次 隊
の 行 動 予 定,寄 港 地 へ の 手紙 の 出 し方,電 話 ・電 報の 取
扱 い 等 留 守 中 の 必 要 な 諸連 絡 が 行 な わ れ た,
ま た,第25次 家 族会 長 に平 澤隊 長 大人が 選 出 され 留 守
中 の 連 絡 を と り合 うこ と と した.
最 後 に 映画 「南 極 の寒 さ を探 る1を 日映 し て盛 会 の う
ちに 幕を 閉 じた.
南極OB会 閉る－
ll月14Hの第25次隊 の 出 発 に 先11'二t).U月9.「1に'卜蔵
閂 の東 条会 館 で,恒 例 の 「南 極OB会 」 が 行 わ れ た.当
「1は隊 員OBを は じめ,南 極 観 測 関 係 者約160名 が 集 ま
・)た.第1次 隊 長 で今 川 オ ブ ザ ー バ ー と して参 加 の1}C田
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所 長 が,幹 杯 の1'f頭を と り.約2時 間 に わ た る歓 談 を 楽
しん だ.数 年 ぶ りの再 会 を喜 ぶ 人 もあ り,n:話に花 が咲
い てい た.
また 平 澤 第25次隊 長 の 出 発 の あ い さつ と第25次隊 員 一
人 一 人 かP,['1己紹 介 が あ1),OBか ら盛 ノ(な拍 手が送 ら
れ.第25次 隊 の 壮 途 を 祝 った.
第25次南極地域観測隊出発一
第25次南 極 地域 観 測 隊(平 澤 威 男隊 長 ほ か46名),同
行 者10名,を 乗せ た観 測船 「しらせ 」 は,　ll月14月(月)
午 前11時,家 族 ・関 係 者等 多 数 の 見送i)の中,東 京 港 晴
海 埠 頭L岸 壁 か ら ・路 南 極 に向 け 初 め て の航 海 に 出航 し
た.
同 隊 は第23次隊 か ら始 ま った 「極 域 中 層 大 気 総 合 観
測」(MAP),「 東 ク ゴー ン モー ドラ ン ド地域 雪 氷 ・地
学 研究 、lh山i..[,「南 極 沿 岸 生態 系 に才5ける 生 物 生 産 の 基 礎
研究 一　(BIOMASS)をIS大噸:点観 測 と し て実 施 す る.
「しらせ 」 は途 中 オ ー ス トラ リアの フ1「一 マ ン トル に
寄 港,12月 中 旬 に 水練 に 着 き,輸 送 作 業 を は じめ,沿 岸
に お ける'k物調 査 、 地 学 野 外調 査,新 発 電 棟.「'ic等を 実
施す る,
2月 止句,第24次 越 冬 隊 員 がJし らせ .1乗船 後,ブ ラ
fド 湾 に 向 か い,セ ー ル ロ ン';.一ネlil地の 予備 調査 を実
施 し,ポ ー トル イス、 シ ンカ.ホー ル を経 て 来 春4月19[|














































谷 口 旭(東 北 大 ・農)
2.定着氷下におけるParatabidocera　antarctica　(機
脚類)の 季節変化と分布
谷 村 篤(極 地 研)
福 地 光 男(〃)
大 塚 英 明(〃)
3.南極洋のマイクロネクトンいか類
根 本 敬 久(東 大 ・海 洋 研)
沖 山 宗 雄(〃)
高 橋 正 憲(海洋水産資源開発センター)
4.科学魚探を用いたオキアミの音響学的調査につい
て 白木原 国 雄(水 大 枝)
中 山 覚 介(水 産庁 ・開洋丸)
ll.　魚類 ・底生生物
L骨 学的形質よりみたコオリウ オ科 魚 類(ス ズキ
目:ノ トセニア亜 目)の類縁関係
岩 見 哲 夫儀 科撃研究査)
明(羅合轍 繍阿 部 宗
2.昭和基地における底生生物の トラップ採集
星 合 孝 男(極 地 研)
3.リュツォ・ホルム湾東部海域におけ底生無脊椎動
物の分布 沼 波 秀 樹(東 海 大 ・海 洋)
小 坂 昌 也(〃)
内 藤 靖 彦(極 地 研)
星 合 孝 男(〃)
4,南極産魚類等の長期飼育について
榊 原 茂(鴨 川シーワル ド)
鳥羽山 照 夫(〃)
星 合.孝 男(極 地 研)
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極 地 研 二
m.海 鳥 ・海 獣 類
1.南 極 海 に 分 布 す る ナ ガ ス ク ジ ラ属3種 の 肉体 成 熟
体 長 の 水 域 に よる 差 と資 源 量 との 関係
大 隅 清 治(水 産 庁 ・遠 水 研)
2.大 型 動 物 用 の 長 期 小型 水 深 記 録計
内 藤 靖 彦(極 地 研)
大 山 佳 邦(〃)
星 合 孝 男(〃)
3.印 度 洋 海 獣 動 物 相 の 分 布 に 関 す る 南 緯55度の 意 義
西 脇 昌 治(東 海 大 ・海 洋 研)
4.1981,82年昭 和 基 地 付近 で 見 られ た ア デbJ－ペ ン
ギ ン個 体 数 の 増 加
星 合 孝 男(極 地 研)
末 田 達 彦(名 大 ・農)
谷 村 篤(極 地 研)
福 地 光 男(〃)
大 塚 英 明(〃)
IV.　SIBEX研 究計 画
1.し らせ 及 び 昭 和基 地 の 計 画(第25次 隊)
星 合 孝 男(極 地 研)
2.白 鳳丸 の 計 画
根 本 敬 久(東 大 ・海 洋 研)
3.海 鷹 丸 の 計 画
村 野 正 昭(東 水 大)
4・開 洋 丸SIBEX調 査 航 海 の概 要
小 牧 勇 蔵(水 産 庁 ・遠 水 研)
9月gH(金)
V.一 次 生産
1.フ ロ ン トにお ける 植 物 プ ラ ン ク トンパ ッチ の形 成
及 び 維 持 一 黒 潮 フ ロ ン トを 中心 と して一
山 本 民 次(東 北 大 ・農)
2.南 極海 沖 合域 にお け る ク ロロ7ィ ル現 存 量 の分 布
(JARE24)佐 々木 津(東 北 大 ・農)
3.南 極海 イン ド洋 区 の小 海 域 にお け る珪 藻 類 の 分 布
河 村 章 人(北 大 ・水 産)
市 川 督 朗(〃)
4.南 極 リュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 定 着 氷 下 の ク ロ ロ フ ィル
現 存量 福 地 光 男(極 地 研)
谷 村 篤(〃)
大 塚 英 明(〃)
5・南極 産 紅 藻Phyllotthvra　　antarcticaの形 態 ・'t:.
長 ・光 合 成 活 性 に つ い て
大 野 正 夫
(高知 大 ・海洋 生 物 教 育研 究 セ ン タ ー>
6.南 極 海 のCcratiu'n属の 分 類 と分布
岡 本 恒 美 ・高 橋 永 治
(神戸 大 ・自然 科 学 研究 科)
7.南 極 海 のChoanoflagellates,特にParvicorbiculα
soclatis　(Meunier)　Deflandreにつ い て
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同位体分別 和 田 英太郎
(三菱化成生命科学研)
10.南極昭和基地付近の土壌中のバクテリアの分布と
環境 山 中 三 男(高 知 大 ・理)
香 川 尚 徳(愛 媛 大 ・農)
W有 機塩素化合物の挙動
1.南極地域の大気及び水圏環境における有機塩素化
合物の動態 立 川 涼(愛 媛 大 ・農)
田 辺 信 介(〃)
日 高 秀 夫(〃)

























































田 辺 信 介(愛 媛 大 ・農)
9月10日(土)
、11.海洋 環 境 条 件
森 徹(
疇 津 久美子(











奈 須 敬 二(水 産 庁)
永 延 幹 男(東 大 ・海 洋 研)
2.科学魚探によるE.　su♪erba資源量の見積 りにお
ける環境指数Q200の意義
永 延 幹 男(東 大 ・海 洋 研)
平 野 敏 行(〃)
3.E.suρei'baの地理的分布にたいする環境について
の考察 永 延 幹 男(東 大 ・海 洋 研)
平 野 敏 行(〃)
4.南極 リュツォ・ホルム湾定着氷下の海洋構造
福 地 光 男(極 地 研)










　 　 T.　NAGATA.　289p.　 October　1983
　 Special　Issue,　No.　29:　Proceedings　ofthe　Fifth　Sym-
　 　 posium　on　Polar　Meteorology　and　Glaciology,ed.










レ 来 訪 者4
November　1983
8月8n～8月14日 　 Dr.SMITH,D.　(アル パ 一 夕大学
地 質 学 科 教 授)
8月10日　 Dr.　VELOSO,　J.　(ブラ ジ リア 大 学 地 球 科学
部教 授)
9月ln　 Dr.GAUNTLETT,　1).　(オー ス トラ リア気
象局 次 長)
Mr.VENNING,M,　(オー ス トラ リア大 使 館
科学 技 術 参事 官)
9月4n～9刀10日 　 Dr.　BLAKE,　J.　(エア ロ ス パ ー ス
'狂業 団 宇 宙科 学 研究 所 研 究 部長)
9月5B　 Mrs.　GILABERTE,　K.　(ブラ ジ ル大 使 館 科
学 技 術 ア タ シエ)
9月7日 　 Dr.　NISHIYAMA,　T.　(アラス カ 大学 海 洋
研 究 所 准 教 授)
9月2L　fl　Miss　SMITH,　K.　(マンチ チ ェ ス ター 大 学学
生)
10月4「1～10月13n　Dr.MATTHEWS,A.(ニュ ジ ー
ラ ン ド物理 工 学 研究 所 研 究 員)
10月17H～L⑪月18日　 Dr.　AGRELL,　S.(名古 屋 大 学 外
国 人 教 師,ケ ンブ リ ッヂ大 学 講 師)
10月18[1～10月19H　Mr.　HADLEY,　R.　(アラ ス カ大
学 海 洋 研 究 所 副 所 長)
10月26「l　Dr.　THAPA,K.　(ネパ ー ル ト リ ビュ ー バ ン
大 学 助 教 授)
11月15n～11月21日 陳 時 華　(Chen　Sin　Han,中 国
国 家 海 洋 局 第 二 海 洋 研 究 所 研 究 官)
11月16n　Mr.　PAHLMAN,　A.　(スウ ェー デ ン技 術 開
発 庁 コ ンサ ル タ ン ト)
11月19「|　Mr.　ZEHNDER,　B.　(スイス の 南 極 写 真 家)
11月24n　Dr.　TEGART,　W.(オ ー ス トラ リア科 学 技
術 省次 官)
Mr.　FULLER,　K.　(同 次 補)
Mr.　VENNING,　M.　(オー ス トラ リア 大 使
館 科 学 技 術 参 事 官)
11月24n　Mr.　SCHENKE,　H.　(ハノー バ ー大 学 測 地
研 究 所 助 手)
第13回評議員会議
10月13n(木)に 開 かれ,以 下 の 事 項 を審 議 した.

































































第7回 極 域 に お け る電 離 圏磁 気 圏 総 合 観 測
シ ンポ ジ ウ ム
開 催n:昭 和59年2月27日(月)～2月29「1(水)
場 所:国 立 極 地 研究 所 講 堂




開 催 日:昭 和59年3月16日(金〉～3月17日(土)
場 所:国 立 極 地 研 究 所 講 堂
問 合 せ 先:極 地 設 営工 学 研 究 部 門
(962)4711内154(寺井)
第9回 南極隅石シンポジウム
開 催 日:昭 和59年3月22日(木)～3月24H(土)
、 場 所:国 立 極 地 研究 所 講 堂











































普 通 軽1油21,060117,846.14,638103,208　 　て　　 　
1灯 油i4,361127,2731.3,596!23,577
鉄 橋2台 をS16よ り回 収 した.第9発 電 棟 の1klの
燃 料 タ ン クか ら燃 料 もれ が あ り,溶 接 に よ る 修 理 を 完 了
した.
一7一
極 地 研 ニ ュ ー ス58
南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min,temp,)(℃)
平均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 sea　level)　(mb)
平均 蒸 気 圧(Mean　vapOur　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.　rnean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速　(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/iO)
快 晴 日数 　(Number　of　clear　days)




























































布,海 抜 高 度 を知 る必 要 が あ る.そ こ でINS　が 登 場 す)
る.




ミ 現在人工衛星を利用 した測地学の進歩は10m精 度な
;ら,地 球.ヒ任 意 の陸 上 地 点 で のpoint　positioningを5-
16時 間 で 行 え る こ と を可 能 に し てい る.そ れ をdynamicコ
ミ　positioning　ま で 拡張 し た シ ス テ ム にGPS　 (Global
ミPositioning　System)があ る.4つ の 衛 星 が 同時 に,い
つ で も見 え て い れ ば 飛 行 機 の速 度 が〇-IOOノッ ト程 度 な
ら一 種 の 電 波 測 距 に よ って,時 々 刻 々 の 位 置 を10m精
度 で 求 め るこ と も夢 で は な い.　GPS衛 星 の 発 射 す る 電










上でのジオイド高分布を,そ してそのために は重 力 分
方 が 有 名に な っ て しま っ た が,こ こ で言 う　INS　は　In・
ertial　Navigation　System　(慣性航 法)の 略 で加 速 度 言fに
よ る 航 法 装 置 を示 す.加 速度 計 が はか る 鉛 直,及 び水 平
方 向2成 分 の 加速 度 を2「i1時間 積 分 して 直接 的 に変 位3
成 分(位 置)の 変 化 を 時 々 刻 々 求 め る こ の装 置 は,そ の
原 理 の 単 純 明 解 さに よ り多 くの 可 能性 を秘 め て い る.最
近のジャイロ,加速度計の進歩はこの装置を 「航法」か1
ら 「測量」におき変える くらい*、li麟離 しつつある㌧
}
これを雪上軍用に応用できれば,従 来 トラバース測量, ξ》
気圧高度計等で求めていた海抜高度を1m精 度でプロフ ζ
。・ルとして翻 ・求める・・も噛 ・な・であろう・ ミ
現在の動 蠕 のあいまいさが海抜敲 のあいまいさか1
らくることを考えると,その固体地球物理学的重要性は!
極めて大きい.南極における固体地球物理観測のオペレ ミ
ー・・ンが嚇 空機にGPS受 儲 と航鍾 力・勧 計}
を,雪 上車にはINSとGPS受信器を積んでただひたす1{
らに飛ぶ,あ るいはただひたす らに走るという時代もそ ミ
う遠くないと思われる.
GPSも　INSも共にミサイル時代の申し子 で ある.
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